
※出演者は予告無く変更になる場合がございます。

「広島神楽」定期公演へようこそ！
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石 川  一 義
井上  穂乃香
中 村  広
長 木  恵

　源義経（みなもとのよしつね）は壇ノ浦に平氏を追いつめ滅ぼします。
　この時、平氏の猛将、能登守・平教経（たいらののりつね）及び平知盛（たいらのとももり）は水死し、知盛の霊魂は成仏せず亡霊
となります。義経は兄・頼朝（よりあさ）と不和となり、都をのがれ、武蔵坊弁慶（むさしぼうべんけい）と妻・静御前（しずかごぜん）
を伴い東国に向かいます。 
　途中、海路・大物浦（※だいもつのうら）で知盛の亡霊が出現し一行を悩ませますが、弁慶の法刀によってこれを退散させ、義
経、弁慶は静御前と別れて東国に向かうという物語です。

（※）大物浦（だいもつのうら）=兵庫県尼崎市大物町にあった、淀川の旧河口の港。源義経が屋島攻めに船出した地。

第二幕『壇乃浦』（だんのうら）
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卜部 季 武
坂田 金 時
土蜘蛛の精魂
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　大和の国を一望する葛城山（かつらぎざん）に棲み付き、天下を撹乱（かくらん）しようとする土蜘蛛（つちぐも）の精魂が、都の
守・源頼光（みなもとのらいこう）へ忍び寄ります。時に頼光は病に伏し、頼光の美しい侍女・胡蝶（こちょう）が典薬（てんやく）の
守（かみ）から薬を持ち帰るところを、土蜘蛛の精魂は襲います。
　そして、胡蝶になりすますと、頼光に毒薬を薬と偽って飲ませますが、頼光に正体を見破られ、伝家の宝刀「膝丸（ひざまる）」で
一太刀浴びた土蜘蛛の精魂は葛城山へと逃げ帰ります。
　頼光は、我が身を救った宝刀「膝丸」を「蜘蛛切丸（くもきりまる）」と改め、四天王にこの刀を授け土蜘蛛退治を命じます。四天
王は、葛城山へ向かい精魂の妖術に立ち向かい、壮絶な戦いの果てに成敗するという物語です。

第一幕『葛城山』（かつらぎざん）

今吉田神楽団プロフィール ～山県郡北広島町～
　山県郡北広島町「そばの里」で有名な豊平地区の今吉田で、戦後（昭和21年8月）若者の熱い想いで創立された、まだ若い
神楽団です。当初は旧大朝町から六調子の神楽を習得していましたが、後に八調子の神楽を取り入れ、現在に至っています。
　新舞が中心ではありますが、地元亀山八幡神社、各地神社の奉納神楽、施設の慰問、イベント、神楽競演大会など、一年を
通じて団員一丸となって先人たちが築き上げた伝統を守りながら郷土芸能の継承と皆様に喜んでいただける神楽を舞えるよ
う、日々練習に励んでいます。

いまよしだかぐらだん


